
こ
れ
に
よ
り
「
此
地
の
風
俗
を
見
受
け
る
よ
り
始
め
て
発
明
」
し
た

体
験
か
ら
、
「
た
と
へ
男
た
り
と
も
女
た
り
と
も
同
じ
人
間
に
候
」
と
い

う
認
識
に
至
り
、
「
女
な
ら
ば
西
洋
に
生
れ
候
事
に
御
座
候
」
と
結
論
づ

け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
謙
斎
が
到
達
し
た
人
間
観
、
す
な
わ
ち
近
代

的
認
識
と
い
う
文
化
変
容
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
帰
国
後
の

思
想
形
成
に
ど
の
よ
う
に
働
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
検
証
す
べ
き
一
観

点
で
あ
る
。

現
在
、
酒
井
シ
ヅ
教
授
の
下
に
池
田
文
言
研
究
会
が
結
成
さ
れ
、
私

も
末
席
の
一
員
と
し
て
謙
斎
宛
諸
家
耆
状
を
翻
字
し
て
い
る
が
、
上
記

の
人
間
的
側
面
も
さ
り
な
が
ら
、
軍
医
・
侍
医
・
大
学
行
政
上
の
顕
官

歴
任
と
人
事
管
掌
、
同
経
歴
の
医
学
系
官
僚
と
の
相
違
点
、
患
者
と
の

関
係
な
ど
に
収
敵
す
る
よ
う
な
諸
問
題
を
通
じ
、
総
じ
て
医
師
の
も
つ

カ
リ
ス
マ
性
の
形
成
過
程
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

（
岩
崎
鐵
志
）

〔
発
行
人
・
高
崎
斐
子
、
安
部
恭
子
、
安
部
信
愛
、
札
幌
市
中
央
区
北
七
条

西
十
九
丁
目
、
電
話
○
二
’
六
二
一
’
○
八
六
九
、
一
九
九
一
年
七
月

刊
、
Ｂ
五
判
、
二
○
八
頁
、
定
価
五
一
五
○
円
〕

細
菌
学
者
野
口
英
世
に
関
す
る
著
述
は
、
生
存
中
の
野
口
を
し
て
〃
こ

ん
な
出
轌
目
を
〃
と
嘆
か
さ
せ
た
「
発
見
王
野
口
英
世
」
（
大
正
四
年
）

以
来
そ
の
数
を
確
め
得
な
い
。
戦
前
は
靖
国
思
想
に
基
づ
く
二
宮
尊
徳

と
共
に
、
神
格
巨
像
修
身
教
材
に
さ
れ
、
戦
後
は
そ
の
反
作
用
で
人
間

山
本
厚
子
著
「
野
口
英
世
知
ら
れ
ざ
る
軌
跡
」

野
口
像
の
追
究
が
、
梅
毒
病
原
体
純
粋
培
養
、
黄
熱
病
原
菌
発
見
の
誤

り
か
ら
遂
に
は
自
殺
説
に
ま
で
進
展
し
て
来
た
。

著
者
は
、
わ
が
国
経
済
援
助
計
画
調
査
団
通
訳
と
し
て
現
地
に
滞
在

中
、
野
口
の
南
米
・
ア
フ
リ
カ
に
紗
け
る
黄
熱
病
の
取
組
み
と
、
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
等
の
調
査
に
基
づ
き
、
妻
メ
リ
ー
に
焦
点
を
当
て
た

も
の
で
、
メ
リ
ー
の
記
述
は
稀
少
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
部
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
駆
け
巡
っ
た
国
際
人
の
パ
イ
オ
’
一
ア
。

第
二
部
は
伝
記
か
ら
抹
殺
さ
れ
た
メ
リ
ー
・
ロ
レ
ッ
タ
・
ダ
ー
ジ
ス
。

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

メ
キ
シ
コ
に
つ
い
て
は
、
野
口
が
当
地
を
訪
れ
た
時
は
二
十
九
歳
の

医
学
生
で
、
野
口
の
寝
食
を
忘
れ
研
究
に
没
頭
す
る
姿
に
強
く
影
響
を

受
け
、
毎
日
講
義
も
受
け
た
と
い
う
オ
ト
リ
オ
・
ビ
ジ
ャ
ヌ
エ
バ
博
士

長
女
よ
り
の
聞
き
取
り
、
「
賢
者
野
口
英
世
博
士
が
到
着
」
の
標
題
に
な

る
現
地
新
聞
記
事
、
ユ
カ
タ
ン
州
立
医
薬
科
大
学
名
誉
医
学
外
科
博
士

号
授
与
に
関
す
る
通
知
案
内
状
と
式
典
の
状
況
等
を
同
大
学
資
料
に
基

づ
き
記
載
し
て
い
る
。

ペ
ル
ー
に
つ
い
て
は
「
オ
ロ
ャ
熱
病
原
体
バ
ル
ト
ネ
ジ
ャ
・
バ
シ
リ

フ
ォ
ル
シ
ス
の
培
養
」
が
記
さ
れ
た
一
九
二
六
年
官
報
、
ペ
ル
ー
公
衆

衛
生
局
長
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
レ
ン
テ
よ
り
得
た
在
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の

野
口
に
宛
て
た
ペ
ル
ー
で
の
講
演
会
要
請
、
オ
ロ
ャ
熱
の
研
究
な
ど
三

通
の
書
簡
コ
ピ
ー
を
含
む
ペ
ル
ー
国
立
公
衆
衛
生
研
究
所
の
資
料
、
一

九
八
二
年
日
本
国
の
無
償
資
金
援
助
計
画
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
、
国
立

精
神
衛
生
研
究
所
オ
ノ
リ
オ
・
デ
ル
ガ
ー
ド
ヒ
デ
ョ
・
ノ
グ
チ
の
初
代

所
長
に
よ
る
、
オ
ロ
ャ
熱
に
並
ぶ
精
神
病
学
上
の
野
口
業
績
、
黄
熱
病
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研
究
が
現
在
誤
り
と
し
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
野
口
の
評
価
は
変
る
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
同
所
エ
レ
ル
博
士

の
評
言
、
野
口
の
盟
友
星
一
が
創
設
し
た
ツ
ル
マ
ー
ョ
薬
草
園
と
そ
の

後
の
記
述
が
あ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
一
九
二
三
年
十
一
月
二
十
三
日
付
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
邦

字
新
聞
伯
刺
西
爾
時
報
の
野
口
ブ
ラ
ジ
ル
到
着
、
十
一
月
十
一
日
付
「
野

口
博
士
発
見
の
黄
熱
病
原
菌
が
あ
っ
た
」
等
の
記
事
を
紹
介
し
現
地
の

対
応
ぶ
り
を
記
し
て
い
る
。

第
二
部
は
、
野
口
の
妻
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
女
性
と
は
ど
の
よ
う
な

人
で
あ
っ
た
の
か
、
の
テ
ー
マ
で
一
九
三
○
年
六
月
十
二
日
付
ニ
ュ
ー

ョ
ー
ク
の
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙
記
載
「
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

ダ
イ
モ
ア
出
身
の
メ
リ
ー
・
ノ
グ
チ
夫
人
は
日
本
人
科
学
者
で
故
野
口

英
世
博
士
と
結
婚
し
た
時
に
失
効
し
た
ア
メ
リ
カ
市
民
権
を
昨
日
再
取

得
さ
れ
た
Ｉ
」
に
始
ま
る
メ
リ
ー
夫
人
の
経
歴
調
査
は
、
ス
ク
ラ
ン

ト
ン
市
立
図
書
館
の
年
度
別
住
所
録
に
、
一
八
九
二
年
「
ダ
ー
ジ
ス
・

メ
リ
ー
家
事
手
伝
い
、
北
九
番
街
二
○
二
番
地
」
と
メ
リ
ー
十
六
歳
の

記
録
を
発
見
、
結
婚
記
録
の
他
、
野
口
の
死
後
は
健
康
が
す
ぐ
れ
な
い

こ
と
を
口
実
に
、
野
口
に
関
す
る
こ
と
は
全
て
研
究
所
に
任
せ
世
間
の

雑
音
か
ら
逃
れ
る
か
の
よ
う
に
次
々
と
転
居
し
た
と
し
て
、
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
資
料
館
に
残
る
八
度
に
亙
る
転
居
届
、
一
九
四
七
年
の
新
聞
死

亡
通
知
「
メ
リ
ー
。
Ｄ
・
ノ
グ
チ
十
二
月
三
十
一
日
突
然
死
亡
、
故
野

口
英
世
博
士
の
妻
で
あ
り
ト
ー
マ
ス
と
ジ
ョ
ン
の
愛
す
べ
き
姉
、
葬
儀

は
セ
ン
ト
・
’
一
コ
ラ
ス
街
一
○
九
番
地
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
コ
デ
イ
ー
葬

儀
場
で
土
曜
日
午
後
二
時
よ
り
」
で
幕
を
閉
じ
て
い
る
。

本
書
の
発
掘
史
料
記
録
は
以
上
で
あ
る
が
、
著
述
の
動
機
は
グ
ァ
ャ

キ
ル
で
野
口
通
り
を
発
見
、
同
地
に
建
つ
野
口
像
の
対
面
に
始
ま
る
と

し
て
い
る
。
は
か
ら
ず
も
一
九
七
一
年
東
京
野
口
英
世
記
念
会
の
野
口

胸
像
前
で
泣
き
崩
れ
た
Ｉ
．
Ｒ
・
プ
レ
セ
ッ
ト
の
調
査
動
機
と
同
じ
で
、

プ
レ
セ
ッ
ト
著
「
野
口
英
世
」
の
コ
ピ
ー
が
目
立
つ
。

人
の
生
き
た
跡
に
は
そ
の
時
代
背
景
、
文
化
民
俗
的
諸
要
素
の
探
究

を
欠
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
著
者
は
優
れ
た
語
学
力
に
基
づ
き
、
や
や

も
す
る
と
現
在
ま
で
軽
視
さ
れ
て
来
た
こ
の
面
に
注
が
れ
た
努
力
の
跡

は
随
所
に
惨
み
出
て
い
る
が
、
折
角
苦
労
し
て
収
集
さ
れ
た
史
料
の
取

扱
い
と
構
成
が
散
漫
で
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
的
記
述
と
化
し
て
い
る
の
は

惜
ま
れ
る
。

第
七
章
医
学
の
指
導
者
の
項
等
で
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
つ
い

て
触
れ
て
は
い
る
が
、
財
団
設
立
の
目
的
経
緯
、
悪
評
払
拭
の
た
め
設

け
ら
れ
た
国
際
保
健
委
員
会
黄
熱
病
撲
滅
計
画
の
取
組
、
黄
熱
病
研
究

プ
ロ
セ
ク
ト
の
担
わ
さ
れ
た
問
題
点
と
使
命
意
義
の
解
明
、
・
ハ
ナ
マ
運

河
の
開
通
に
始
ま
る
南
米
・
ア
フ
リ
カ
黄
熱
病
研
究
の
中
で
、
野
口
の

置
か
れ
た
立
場
と
責
務
の
追
究
が
今
少
し
欲
し
か
っ
た
。
と
は
い
え
、

本
書
に
記
さ
れ
た
数
々
の
新
資
料
は
貴
重
な
も
の
で
あ
り
一
読
の
要
が

あ
る
。

（
石
原
理
年
）

〔
山
手
書
房
新
社
、
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
’
一
九
’
七
、
電
話
○
三
’
五

六
八
四
’
八
六
六
一
、
一
九
九
二
年
五
月
刊
、
Ｂ
六
判
、
三
二
五
頁
、
定

価
二
二
○
○
円
〕
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